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1.はじめに	
 

	
 現在,日本では犬猫だけでも約 2684 万頭 1)がペットとして飼

育され,近年ではマンションの増加の影響により,ペットの室内

飼育が急激に増加している。しかし,現在の住宅でペットと人が

共棲するには困難な点が多くあるのが現状である 2）。また,ペッ

トとの共棲方法の提案に関する研究は少しずつなされているが,

十分に検討されていない。そのような状態であり,今後はペット

共棲住環境のさらなる向上が必要とる。2011 年 3 月に東日本大

震災が発生し,東北 3 県だけでも 33 万頭(犬)が飼われていたが

未だに被害状況の把握されておらず,残されたペットの保護や

ペット同行避難と仮設住宅でのペット共棲に関する問題が発生

し,災害時におけるペット共棲住環境の改善が必要となった。	
 

	
 以上を踏まえ,本研究では,	
 日本建築学会における,「品質保

証を品質に対する十分な信頼感を得るために行う行為」3)と示す

考え方を踏まえ,飼い主とペットのニーズを重視する観点で,必

要となる住環境性能に関する仕組みを住環境品質として評価し,	
 

東日本大震災の災害時におけるペット共棲仮設住宅の建材・空

間特性を踏まえ,ペット共棲の仕方の検討を行うことを目的と

する。(図 1,表 1参照)	
 

	
 研究1では, 犬などの群れをなす習性をもつ家庭動物は,飼い主
の生活の質の影響で QOL が決まる要素があることから,飼い主の住

環境の満足度が犬の満足度を高めるのに,仮設住宅の内装状態調査

を踏まえ,その住環境改善に向けて,近赤外光法計測NIRSを用い,壁

紙のテクスチャーが人の心理に影響を与えるか検証する。研究２で

は東日本大震災東京都動物救援センターと被災地のペット共棲仮

設住宅の実態調査を踏まえ,ペットと人の 5 感特性への影響因子を

整理し,主に騒音に関するペット共棲住環境の改善提案を行う。	
 

	
 

2.研究概要	
 

2.1	
 近赤外光法計測NIRSを用いた壁紙の印象評価の実験概要	
 

2.1,1	
 実験方法	
 

	
 本研究では，ペット共棲住環境では，飼い主とペットの住環境へ

の満足度に相関がある可能性を踏まえ 2),飼い主の満足度が高まる
ような内装壁紙の視覚情報が実際の脳機能に対し与える影響を評

価する。表２に実験概要と計測概要4)を表３に壁紙のパターン原図

 
図 1	
 研究概要 

表２	
 実験概要と計測概要	
 

脳計
測器 近赤外線光イメージング装置(FOIRE-3000)を使用 

計測
部位 

国際 10-20 法に基づいて頭部基準点を計測し、前頭葉 FRAS
ホルダを用いて、前頭葉 3×5にプローブを配置し、計 42チ
ャンネルの Oxy-Hb の変化量を取得	
 

実験

概要 

NIRS（Near	
 Infra-	
 Red	
 Spectroscopy）とは、1977年NIRS生体

応用をはじめとし,近年普及してきた新しい脳機能計測法の一つ

である。図に近赤外光による脳機能計測の原理を示す。人間の脳

内にはニューロンが約1000億個存在し、視覚，聴覚，触覚，嗅覚，

味覚などの情報を目，耳などの感覚器から取り込み，それらを電

気信号にかえ，脳に伝達する。そして脳内にあるニューロンが相

互にそれらの情報を伝達・処理することによって，次の行動を決

定する。その時に酸素化ヘモグロビン（oxy-Hb）は毛細血管経由

して酸素供給を行いNIRSはその反応を近赤外光により,リアルタ

イムに計測して脳の機能局在を解析する。	
 

 

 表 1	
 研究概要	
 

研究内容 内容及び詳細 実験概要 実施日時 
研究 1 

人を対象にした壁紙の観察
による脳の血流量の変化 

パターン原図を試験サンプルとし,近
赤外光法計測NIRSを用いた実験 

近赤外光法計測を用いパターン原図の観賞時の脳
内の CO2・Hb・oxyHbの変化量の確認 2012年 5月 24日 

研究２ 
ペット共棲住環境実態調査と
被災地ペット共棲仮設住宅

実態調査 

(研究 2−1)	
 東日本大震災東京都動
物救援センター実態調査 

東日本大震災東京都唐物救援センターにてヒアリ
ング調査・騒音調査・ペット共棲状態調査を実施 2012年 7月 21日 

(研究 2−2)	
 東日本大震災ペット共
棲仮設住宅調査 

福島県南相馬市の３つのペット共棲仮設住宅の調査
を行う。騒音調査(dB)・アンケート調査を実施 2012年 9月 19・20日 

(研究 2-3)	
 動物専門家とペット共
棲研究会を実施:麻布大学 

ペット五感特性の分析・共棲環境についての提案・
人システムペットシステムの提案・騒音Hz, dB分析 2012年 10−12月 

 



の分類を示す。図２に近赤外光法計測試験概要を示す。パターン原

図の5種類を用い計測を行い, 計測の環境として横幅1800ｍｍ×奥
行1800ｍｍ×高さ1800ｍｍの暗室を作り，その中にNIRSを設置し

被験者の頭にホルダおよびファイバを装着する。被験者は,通常視

力の成人男性2名を対象として脳機能計測を行った。NIRS計測では

変化量を計測するため,ベースライン計測期間とタスク計測期間を
交互に実施する。また、本実験では「好み」および「快適度」の評

定の期間を設けた。ベースラインの期間には注視点を 10秒間呈示
し,タスクの期間には５種の試験サンプルのパターン原図のうち１
枚のパターン原図を 10秒間呈示した。さらに好みと快適度の評定
画面を各5秒呈示し, 被験者はキー押しにて応答する。その後ベー
スライン期間にもどり、これを１施行として各試験サンプル３試行

ずつ合計 15試行を実施した。タスク期間には５種類の試験サンプ
ルのパターン原図から,ランダムに１つずつ呈示した。 

2.1.2	
 パターン原図評定結果および考察(視覚,触覚)	
 

	
 図 3に壁紙のパターン原図の評定結果を示す。1横,2 縦のパ

ターンが最も好まれ,快適と感じる結果となった。5斜め四角に

ついては,好み・快適度ともに度数 0 という結果が得られた。

図4に壁紙のパターン原図の評定に要した反応時間について示

す。好みに関しては,反応時間がどのパターンも 2 秒前後とな

っており,快適度に関しても 1～2 秒となっているため,各パタ

ーンの反応時間に大きな差は見られなかった。図 5に住環境に

おける壁紙観察による近赤外光脳機能計測結果を示す。ベース

期間とタスク期間ヘモグロビン変化量に基づく解析を行った

結果,	
 Oxy-Hb の活性が良い赤い領域ほどタスク期間中の有意

な脳賦活を示すため,パターン図の横・	
 縦についてはベース期

間とタスク期間の血流変化が小さく,斜め・四角・斜め四角に

ついてはベース期間とタスク期間の血流変化がみられた。仮設

住宅,避難所においては,無機質な金属サイディングであり,壁

表 3	
 壁紙のパターン原図の分類	
 
1.横	
 2.縦	
 3.斜め	
 4.四角	
 5.斜め四角	
 

	
 	
 	
 	
 	
 

一般的な壁紙テクスチャーパターン模様5	
 種類を用意	
 
1㎝×1㎝の四角内において,白と黒が占める面積の割合が等しい（白1：黒1）	
 

	
 

図 2	
 近赤外分光法計測試験概要 

 
図 3	
 壁紙のパターン原図の評定結果(左,好み	
 右,快適度)	
 

	
 

 
図4	
 壁紙のパターン原図の評定に要した反応時間(左,好み右,快適度) 

 

解析

画像 

     
状態 タスクにより鎮静化した状態 タスクにより鎮静化した状態 タスクによりアクティベートした状態 タスクによりアクティベートした状態 タスクによりアクティベートした状態 

(備考)	
 Oxy-Hb 赤−活性化	
 青−沈静化	
 	
 	
 	
 	
 	
 図5	
 住環境における壁紙観察による近赤外光脳機能計測結果	
 

表 4	
 東日本大震災東京動物救護センター実態調査 
分類	
 主なヒアリング項目  配置図  

ペット	
 

非共棲型	
 

（タイプ 5）	
 

	
 

ペット共棲状態	
 

施設内限定 
飼い主の依頼に

よりペットとの

共棲ができない

場合のペット一

時収容施設 

建築

計画 

Q.ペット同士が施設で一緒に生活することで生じる問題はあるか？	
 

A. 仮設の中は個室のような形になっておりペット同士 のトラブルはないように
している。また施設内の廊下では,一方通行を原則としているため他のペット達と
すれ違いにならないような工夫がされている。 

 
開設期間：平成 23年 10月 11日から平成 24年末 
施設規模：敷地面積 約 2,260m2 犬猫 30頭収容 
構成団体：(社)東京都動物愛護協会、(公社)東京都獣医
師会、(公財)日本動物愛護協会、(公社)日本動物福祉協
会、(公社)日本愛玩動物協会 

建築

材料 

Q.天井は音を吸収するような材料が使われているか？またペットが床に排泄をし

てしまいシミや臭いが残っていないか？	
 

A.建材に関しては一般的な仮設と変わらない。(金属サイディングの上

無地の壁紙が貼られている)また清掃により清潔さを保っている。	
 

物理

側面

(五感)	
 

Q.排泄物などの臭いの影響はあるか？他のペットのマーキング、縄張りでの

トラブルはあるか？	
 

A.施設の方々の清掃により,清潔に保たれているためトラブルはない。ま

たペット同士を対面させることがないのでそういった問題もない。	
 

心理

側面	
 

Q.	
 飼い主を離れ暮らすことでペット達の様子に変化はみられるか？	
 

A.ペット達は不安な様子もあり施設で生活するのに慣れるまで時間

のかかるペット達も多くいる。	
 

同行

避難	
 

同行避難: 荒川区, 板橋区, 杉並区, 世田谷区, 練馬区, 目黒区	
 
検討中：港区, 文京区, 北区, 品川区	
 (日本同伴犬協会HPより2003.1)	
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紙模様の変化で,人の脳の反応に違いが見られる結果となっ

たため,住環境における飼い主の QOL に影響することが考え

られた。結果として人とペットの QOL 改善に繋がる。	
 

2.2	
 	
 被災地ペット共棲仮設住宅実態調査	
 

2.2.1	
 東日本大震災東京都動物救援センター調査(触覚,聴覚)	
 

	
 表４に東日本大震災東京動物救護センター5)	
 (以下救援

センター)実態調査を示す。救援センターでは,震災により動

物を飼育管理することが一時的に困難になった飼い主に対す

る動物の保護及び適正な飼育に関する情報提供を行う施設で,

動物救護活動を円滑に行うための広報活動も行っている。施

設では犬舎・猫舎は原則一方通行で,これはペット同士の接触

をさけトラブルが起きない配慮である。猫舎においてはストレ

スを緩和させるためのプレイルームなどが作られ,精神的な面

でも配慮されている。この施設で騒音レベル(A 特性)の調査を

行ったところ,平常時では47dB,犬が吠えた場合80dB と数値が

あがった。建材は,ウレタン入り金属サイディング 30mm で

あり,	 適切な内装下地の配置により，ペットに特有の周波
数域における音圧レベルを低減できる余地がある。	
 

	
 災害時においては人々が避難場所へ避難し,ペット同行避

難が問題である。内閣府では「避難所における動物の適正な

飼養」,動物愛護では「動物の適正な飼養および保管」と定め

ており,さらに細かくみると,自治体の地域防災計画に定めら

れている。東京都の場合 6),荒川区では同行避難	
 ,世田谷区で

は同行避難を「原則」,品川区は「検討中」,大田区では「飼

主の責任」と地域により対応にばらつきがあった。	
 

2.2.2	
 被災地ペット共棲仮設住宅実態調査	
 (聴覚,視覚,触覚)	
 

	
 表5にペット共棲仮設住宅(福島県)の実態調査を示す。東日

本大震災の応急仮設住宅におけるペットとの共棲が可能な仮

設住宅の分類の確認と建物特性の把握を目的とし,福島県内に

おける福島第一原子力発電所を起点とした警戒区域外であり,

緊急時避難準備区域ならびにその周辺において,自治体により

表 5	
 ペット共棲仮設住宅の実態調査	
 

箇所 南相馬市千倉応急仮設住宅(タイプ 1),南相馬市権現沢仮設住
宅(タイプ２), 南相馬市小池長沼応急仮設住宅(タイプ 2), 

調査 気温・湿度・騒音(dB)・放射線・住宅劣化度・アンケート 

アンケート
調査項目 

1)仮設住宅居住期間 2)仮設住宅広さ 3)仮設住宅での落ち着き度 
4)仮設住宅での安心度 5)仮設住宅快適度 6)仮設住宅の夏と冬の
暑さ寒さ 7)仮設住宅における音・におい・明るさに関して 8)飼
育しているペットの種類 9)避難前ペット飼育場所* 10)仮設住宅
ペット避難場所* 11)仮設住宅でのペットの様子* 12)仮設住宅で
ペットのために工夫したこと   *図 6	
 ペット共棲仮設住宅で
のアンケート調査結果 

 

 
	
 	
 a)	
 飼育場所(避難前)	
 	
 	
 	
 b)	
 飼育場所(仮設住宅)	
 c)	
 ペットの様子(仮設住宅)	
 

図 6	
 ペット共棲仮設住宅におけるアンケート調査結果	
 

	
 

	
 
	
 	
 	
 a)	
 室内—室内	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 b)	
 室内—室外	
 	
 	
 	
 	
 	
 c)	
 透過損失 Ea+Er	
 

図 7	
 ペット共棲仮設住宅における騒音実験と結果	
 

 表 6	
 ペット共棲住環境における人システムの影響分析	
 
ペット共棲住環境影響因子	
 

影響因子の例	
 影響領域	
 IN	
 ペットが影響を受ける（五感：内容）	
 OUTペットが反応する(運動神経)	
 
人システムによるもの	
 
屋外の自然音	
 雷，大雨，強風	
 自然環境	
 ○（耳：おびえ，不安感）	
 ○（暴れる，隠れる，吠える，等）	
 
屋外の突発音（工事，花火等）＊	
 騒音・振動	
 周辺環境	
 ○(耳：おびえ，不安感）	
 ○（吠える，マーキング，隠れる）	
 
屋外の常態音（エレベータ等）	
 騒音・振動	
 周辺環境	
 △	
 △	
 
家族の移動＊	
 音・振動	
 室内環境	
 △	
 △	
 
来客の訪問＊	
 音・振動・匂い	
 室内環境	
 ○(目，耳，鼻：好奇心，不安感，警戒，興奮）	
 ○（吠え，マーキング，走り等）	
 
空調設備からの発生音＊	
 音・振動	
 室内環境	
 ○(目，耳，鼻：好奇心，不安感）	
 ○（吠える，走り等）	
 
家電からの突発音	
 音・振動	
 室内環境	
 ○(目，耳，鼻：好奇心，不安感）	
 ○（吠える，走り等）	
 
集合住宅での隣の部屋からの騒音	
 音・振動	
 周辺環境	
 △	
 △	
 

*図８	
 音圧レベル分析対象	
 

表 7	
 ペット共棲住環境におけるペットシステムの影響分析	
 
ペット共棲住環境影響因子 

影響因子の例 影響領域 IN	
 人が影響を受ける OUT	
 人が反応する 
ペットシステムによるもの 飼い主 第三者 
排泄マットの放置 悪臭，菌繁殖 室内環境 ○（鼻：アンモニア臭） ○（清掃の実施） ×（放置） 
床・壁へのマーキング行為 悪臭，菌繁殖 室内環境 ○（鼻：アンモニア臭） ○（清掃の実施） ×（放置） 
吠え声の発生＊ 騒音 室内環境 ○（耳；驚き，騒音意識） ○（おちつかせる対応） △（無視，いらだち） 
抜け毛の床・壁への付着 物質汚染 室内環境 ○(目，触：清潔さ) ○（清掃の実施） ×（放置） 
抜け毛の室内浮遊 空気汚染 室内環境 ○(触：不快感，呼気影響) ○（空気清浄機の運転） ×（放置） 
床への爪の掻きあと 物質破損 室内環境 △(目,触：清潔さ) ○(定期的な手入れ) ×(放置) 
家具の破壊 生活に支障 室内環境 ○(目，触：不快感，不便) ○(家具の保護) ×（放置） 
抜け毛の屋外浮遊 空気汚染 周辺環境 ○(目，鼻，身体：清潔さ) △(被毛手入れの実施) △(無視，かゆみ) 

*図８	
 音圧レベル分析対象 

 



ペット共棲が認められた3カ所の仮設住宅の調査を行った。	
 

2.2.3	
 	
 ペット共棲仮設住宅アンケート調査(触覚)	
 

	
 図6にペット共棲仮設住宅におけるアンケート調査結果を示す。

アンケートは南相馬市より許可を得て,千倉応急仮設住宅で入居

者 9 名に協力してもらい,震災から１年半がたった復興段階にお

ける飼い主とペットの５感特性からみたペット共棲住環境の状

態分析と改善策を検討した。状況とペット共棲仮設住宅の状態の

把握を目的に行った。アンケートの結果より避難前と仮設住宅で

は,飼育場所が室外から室内へ移動していた。またペットに対し

ての配慮されておらず,飼い主の工夫により住環境を改善してい

た。温熱環境として人・ペットの満足度が低くなる傾向がある。	
 

2.2.4	
 仮設住宅騒音調査(聴覚)	
 

	
 図 7 にペット共棲仮設住宅における騒音実験と結果を示す。

騒音調査として,仮設住宅の一室を利用し実験を行った。仮設住

宅調査では，室内間，室内外の空気伝播音の騒音レベルを評価

するが，基本平面（4.5畳×4部屋）が狭小であるため，JIS	
 A	
 1416

に準じ，固定音測定 5 箇所の測定値が同等であることを確認し

た上で，壁面距離0.5mを保持し騒音レベルを測定した。a)室内

—室内では,室内から壁をはさみ隣の部屋に音を発生させ隣の部

屋で透過した音を計測した。b)室内—室外も同様に室内から室外

に音を発生させ計測した。a)は室内から室内に回折して伝わ

り,b)室内—室外の方が透過した音が少なく,内装下地材，壁材配

置および開口箇所の配置等の改善の余地があると判断された。	
 

2.2.5	
 人・ペットシステムの影響分析(視覚,触覚,聴覚)	
 

	
 	
 表6にペット共棲住環境における人システムの影響分析を,表

7 にペット共棲住環境におけるペットシステムの影響分析を示

す。ペット共棲住環境の改善のため,表 6の人システムの影響分

析で人がペットに及ぼす影響の原因を抽出し,影響因子と影響

領域をあげ,ペットが影響を受けることを「in」とし,それによ

りペットが反応し行動を起こすことを「out」に分け分析を行っ

た。7)表 7 のペットシステムの影響分析では,ペットが周囲に及

ぼす影響の原因を抽出し,影響因子と影響領域をあげ,人が影響

を受けることを「in」,それに対し人が行動を起こすことを「out」

として,また out を飼い主が起こす行動と,それを外部から見て

いる第三者の行動の2つに分け,これにより分析できる。	
 

	
 図8に人・ペットシステムの騒音分析結果を示す。人システム

では表6の項目からいくつか抽出し,その中の騒音を分析した。測

定した騒音は,掃除機・換気扇・足音・インターホン・電車通過音・

自動車通過音である。測定は発生音の騒音レベルを正しく評価す

るためZ特性で行い,	
 実際の音がどのような周波数で発生してい

るのかを確認した。人システムでは,暗騒音にばらつきがあるため

生音だけを抽出し,ペットシステムにおいては,すべて同じ実験環

境で測定したため,暗騒音が関係するものとし,暗騒音を考慮した

測定を行った。結果として人システムのピークノイズも機器に固

有のものがあることが確認でき20Hzから2kHz と広く分布してい

るのに対し,ペットシステムにおいては,体調30cm から70cm の数

匹の犬の吠え声を計測したところ,300Hz から 1kHz に集中しピー

クを持つ。以上より，ペットの犬種，体格の基礎情報を踏まえた

ペットに特有の周波数域における音圧レベルを低減するような内

装下地設計を実現するための基礎情報が確認できた。	
 

	
 

3.	
 まとめ	
 

1) NIRS,官能検査を踏まえ,壁紙のテクスチャーが人の心理に

影響を与えることが確認でき,壁紙に配慮することで飼い主

のQOLの向上になり,それに伴いペットのQOL改善に繋がる。	
 	
 

2) 仮設住宅を想定した音圧レベル測定により,ペットの犬種，

体格の基礎情報を踏まえたペットに特有の周波数域にお

ける,音圧レベルを低減するような内装下地設計を実現

するための基礎情報が確認できた。	
 

3) ペット共棲住環境に関して,人とペットに対しての影響

を 5 感特性を踏まえ,in と out に区別し整理することで,	
 

復興段階におけるペット共棲タイプごとに,ペット共棲

住環境の品質評価ができた。	
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図 8	
 人・ペットシステムの騒音分析結果	
 

 


